
平成 17 年度第 12 回（3 月）理事会議事録 

◇日 時：平成 18 年 3 月 9 日（木）午後 6 時 35 分～7 時 30 分 

◇会 場：社団法人大阪府臨床検査技師会事務所 

◇出席者：森嶋、今井、辻、吉本、運天、大垣、清水、高田、竹浦、岡本、荒木、田畑、山内、高橋、出野、井戸田、 

山田、北中、東野 

◇欠席者：竹浦、田中 

◇議 長：森嶋 

討議内容 

Ⅰ．行動報告（2 月分） 

別紙参照 

Ⅱ．経過報告 
1．日臨技 

・ 特記事項無し 
2．近臨技 開催日（3 月 4 日） 

・ 国際部を創設した。主な理由は JICA 仏語圏西アフリカ研修事業について近臨技施行機関が必要なため。部長は近 

臨技立脇会長が兼任し、部員は会長指名で大臨技森嶋会長、大阪赤十字病院・喜田氏、大阪大学医学部附属病院技 

師１名で構成する。 
3.事務局 

総務部 部会開催（2 月 14 日） 

・ 3 月理事会の開催準備を行った。 

・ 選挙管理委員会及び役員推薦委員会の開催準備を行った。 

・ 社団法人 20 周年記念式典の整理作業を行った。 

・ 大臨技ニュース 3 月号を発行した。 

・ 大臨技ホームページを更新した。 

・1 月度収支計算書を作成。 

渉外部 部会開催（2 月 14 日） 

・ 大放技合同フォーラムの整理作業を行った。 

・ 献血推進活動日の役割分担と運営について確認した。2/18 の献血活動における受付者数は目標の 100 人に達した。 

・ 社団法人 20 周年記念式典の整理作業を行った。 
4.事業局 

情報組織部 部会開催（2 月 16 日） 

・ 17 年度情報組織部決算を確認した。 

・ 17 年度第 2 回定期総会における役割分担を協議した。 

・ 18 年度第 1 回定期総会における議長候補に大阪医科大学附属病院・井口健氏を内定した。 

地区事業部 部会開催（2 月 16 日） 

・施設連絡者会(3/25)開催の運営について確認した。 

・支部長会(2/3)の報告について確認した。 

① 17 年度決算報告 

② 18 年度事業計画案 

③ 第 8 回大臨技フォーラム(6/17)のタイトルは採血に係わる諸問題と診療前迅速検査とした 

学術部 部会開催（2 月 24 日）



・日本臨床検査医学会近畿支部総会と第 47 回近畿医学検査学会との第 1 回会合(2/17)の協議内容を周知した。シンポ 

ジウム等、歩み寄りが期待出来る企画は合同で行う。第 2 回以降の会合は当会から高田理事と清水理事、近畿支部 

総会・渡辺氏（大阪大学）、衛生検査所協会・佐守氏とで行う。 

・各部門の会計報告を集計した結果、各部門ともに事業費補填を必要としなかった。 

Ⅲ．他、報告 
1．第 47 回（平成 19 年度）近畿医学検査学会と日本臨床検査医学会近畿支部総会との協同開催について 

開催形式は第 45 回（平成 17 年度）近畿医学検査学会を踏襲するが、開催名称は「同時」、「協同」でなく「合同」開 

催を目的とする。課題である抄録集の発行形式は各団体を一本化にまとめるべく検討している。 
2．近畿臨床検査関連学会の合同開催協議会について 

2 月 17 日に第 1 回協議会が開催された。 当会は高田理事が首班となり日本臨床検査医学会近畿支部総会は大阪大学・ 

渡辺氏と協議していく。学会の運営面は当会からは清水理事が首班で検討していく。第 2 回協議会は 4 月 14 日に開 

催しシンポジウム等を協議の予定。 
3．日本糖尿病療養指導士資格更新のための第一群取得について 

・日臨技から当会より申請した大阪糖尿病患者教育研修会(ODES)を平成 17 年 2 月 1７日付で日本糖尿病療養指導士 

更新のための第 1 群取得研修会として推薦する旨の回答があった。 

・3 月 20 日に当会から森嶋会長、糖尿病療養指導部会の山下氏及び横山氏と大阪警察病院小杉先生と面談予定。 
4．その他 

・平成 17 年度第 2 回定期総会(平成 18 年 3 月 25 日開催)・平成 18 年度第 1 回定期総会(平成 18 年 5 月 24 日開催) 
について運営スケジュールの説明があった。新役員予定者への出席要請は終了している。受付は渉外部 2 名と学術 

部 2 名を担当とし、 施設連絡者会出席者から永年会員表彰者の出席把握を依頼する。 設営責任者は田畑理事とする。 

・高度医療教育フォーラム(３月 4 日開催)について、 従来は大阪大学が中心となり医療の質とコストに関連した人材育 

成を目的とした内容で開催されていたが、今回、経済産業省の認定により「高度医療教育コンソーシアム」として 

開催された。各団体多数から出席があり大臨技からは 45 名が参加した。医療の体制について国の予算という大局的 

な面からの視点での説明があり、我々のポジションを確認するのに役立った内容であった。 

・平成 19 年からの実施予定の大阪大学・社会人大学（修士課程）の募集について、当会へは最新の情報提供があると 

のこと。 

Ⅳ．議題 
1．事務員嘱託規定について 

前回提出された事務員嘱託規定(案)について了承された。 
2．退任役員への感謝状贈呈について 

感謝状贈呈の提案があり了承された。 
3．その他 

・第 47 回（平成 19 年度）近畿医学検査学会の懸案事項について 

合同開催を前提として会場費(400 万円を予定)の他に必要とされる経費について、清水理事よりの他役員宛質問書を 

提示をすることを承認した。 

以上


